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第５・６学年算数科学習指導案

日 時 平成２０年９月３０日（火）５校時
児 童 ５年 男２名 計２名

.. ６年 男５名 女３名 計８名
. . 指導者 村山 和男

〈第５学年〉 〈第６学年〉
１ 単元名 小数のかけ算 １ 単元名 分数のかけ算とわり算

２ 単元について ２ 単元について
（１）教材について （１）教材について

本単元は、学習指導要領Ａ「数と計算」（３）小数 本単元は、学習指導要領Ａ「数と計算」（３）分
の乗法、除法「小数の乗法及び除法の意味について理 数の乗法、除法「分数の乗法及び除法について理解し、
解し、それらを適切に用いることができるようにす それらを用いることができるようにする。」から設定
る。」から設定されている。 されている。

これまでに児童は、整数の倍の乗法、除法の計算 分数については、これまでに分数の表し方とその意
の意味や計算のしかたについて学習してきている。 味、分数の加法・減法を中心に学習してきている。

本単元では、乗数が小数の場合でも、乗数が整数の 本単元では、分数のしくみなどの理解の上に分
ときと同じように乗法が適用できるという、乗法の拡 数に整数をかける乗法、分数を整数でわる除法、
張を図り、小数をかけることの意味を理解させること 分数に分数をかける乗法を取り扱い、分数×整数、
や小数倍の意味をとらえさせながら、小数倍にあたる 分数÷整数の指導では、整数の乗除における考え
大きさは「×小数」の式にして求められることを理解 方を基礎としながら、被乗（除）数を分数に拡張
させ学習を行っていく。 したときの式に表している意味を理解させる学習

（２）児童について を行っていく。
本学年の児童は、意欲的に算数の学習に取り （２）児童について

組んできている。発表する場面では、恥ずかしい気 本学年の児童は、算数の学習に興味・関心を持って
持ちを乗り越え発表する力が徐々に伸びてきてい 取り組んでいる。これまでの学習内容である分数
る。基本的な計算能力は、計算練習の継続により の表し方とその意味、分数の加法・減法の復習にも
伸びてきているが、時間がかかりすぎる部分がある。 意欲的に取り組み、計算力の向上に努めている。発

レディネステストの結果をみると、小数×整数の筆 表する場面では、表現のしかたの工夫が必要である。
算や文章題はしっかりと解くことができていた。しか レディネステストの結果を見ると、分数の約分
し、計算のきまりを活用しての計算のしかたを考える の問題や異分母分数の加減計算の問題については、
部分については、十分であるとはいえない。 きちんと解くことができていた。しかし、分数の分

（３）指導について 子と分母の関係や単位分数についての理解が十分で
導入については、１学期での学習内容である小数 ない児童が何名かいた。

×整数や小数÷整数の計算、小数倍の意味について振 （３）指導について
り返りながら、学習に入っていきたい。小数×小数の 導入については、これまでの学習内容である分数の
意味と計算や小数の乗法の拡張、小数倍での問題解決 表し方とその意味、分数の加法・減法や小数のかけ算
にあたらせていきたい。 や小数のわり算を振り返りながら学習に入っていきた

小数の意味の拡張や小数をかける計算のしかたの場 い。分数×整数、分数÷整数の計算のでは、数直線図
面においては、「×小数」を適用する場面を設定し、 や面積図などと対応させながら単位分数に着目させ、
数直線図を手がかりに、整数の乗法と構造が同じであ 計算の意味をていねいに扱いながら理解を図っていき
ることを理解させ、小数をかける筆算の習熟や被乗数 たい。
と積の大小関係、そして、辺の長さが小数でも面積の 分数×分数の計算の場面においては、乗数が分数の
公式が適用できること、小数の場合でも交換・結合・ 場合にも「１つ分の量×いくつ分＝全体の量」の関係
分配の法則が成り立つことを理解させていきたい。 がとらえられるようにし、既習事項を用いて計算方法

小数倍の意味の理解の場面では、小数倍にあたる大 を考えさせるようにしたい。そして、辺の長さが分数
きさ「×小数」の式にして求められることを理解させ で表されていても面積を求める公式が適用できること
ていきたい。理解させるにあたっては、「もとにする や、数が分数の場合も交換・結合・分配の法則が成り
量」、「比べられる量」、「倍」などの数量関係を数直線 立つことを理解させるとともに、それらを適用すると
図を用いて明確に捉えさせていきい。 工夫して計算できることを理解させていきたい。
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３ 単元の目標 ３ 単元の目標
◯乗数が小数である場合の乗法の意味とその計算のしかた ◯乗数が分数である場合の乗法計算の意味と分数×整数、
について理解し、それを用いる能力を高める。また、 分数÷整数、分数×分数の計算のしかたについて理解
計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理 し、それを用いる能力を高める。
解する。 ［関心・意欲・態度］・分数×整数、分数÷整数、分数×

［関心・意欲・態度］・乗数が小数の場合でも、既習の整 .分数のしかたを、分数の性質や既
数の場合の数量関係などをもとに .習の計算と関連づけて考えようと
して、乗法の式に表そうとする。 する。

［数学的な考え方］,.・整数の乗法計算と関連づけて、乗法 ［数学的な考え方］ ・分数の性質や既習事項の計算をも
.が小数の乗法計算のしかたを考える。 とに、分数×整数、分数÷整数、

［表現・処理］ ・乗法が小数の乗法計算をすること 分数×分数の計算のしかかたを考
ができる。 える。

［知識・理解］ ..,・乗法が小数の乗法の意味やその計 ［表現・処理］ ....・分数×整数、分数÷整数、分数×
算のしかたを理解する。 分数の計算をすることができる。

［知識・理解］ ....・分数×整数、分数÷整数、分数×
分数の計算の意味やその計算のし
かたを理解する。

４ 教材の関連と発展 ４ 教材の関連と発展

４年 ５年 ６年 ５年 ６年 中学

⑥小数 ①小数と整数のしくみ ⑥分数のかけ算とわり算（１） ①小数と整数のしくみ 本単元 ・正負の数の乗除（１年）

・小数の意味（小数第一 ・小数の意味（小数第二 ・分数×整数の計算 ・小数の意味（小数第二 分数のかけ算とわり算（１）

位）、構成、大小比較 位、三位）、構成、大 ・分数÷整数の計算 位、三位）、構成、大 ・分数×整数の計算

小比較 ・分数×分数の計算 小比較 ・分数÷整数の計算

⑨..わり算の筆算（１） ↓ ↓ ↓ ・分数×分数の計算

・２、３位数÷１位数の ②小数のかけ算とわり算 ⑦分数のかけ算とわり算（２） ②小数のかけ算とわり算 ↓
筆算形式による除法 ・小数×整数の計算 ・分数÷分数の計算 ・小数×整数の計算 ⑦分数のかけ算とわり算（１）

・倍の意味 ・小数（整数）÷整数の ・分数の乗除の意味と拡張 ・小数（整数）÷整数の ・分数÷分数の計算

（第一用法、第三用法） 計算 ・分数倍（第一～第三用法） 計算 ・分数の乗除の意味と拡張

↓ ・小数倍の意味 ・小数倍の意味 ・分数倍（第一～第三用法）

⑨わり算の筆算（１） ↓ ↓
・２、３位数÷２位数の 本単元.小数のかけ算 ⑦小数のかけ算

筆算形式による除法 ・小数×小数の意味と計算 ・小数×小数の意味と計算

・小数の乗法の意味の拡張 ・小数の乗法の意味の拡張

⑬..面積のはかり方と表し方 ・小数倍（第一用法、第 ・小数倍（第一用法、第

・面積の意味、表す単位 二用法） 二用法）

・長方形、正方形の面積 ↓ ↓
の公式 ⑧小数のわり算 ⑧小数のわり算

・小数÷小数の意味と計算 ・小数÷小数の意味と計算

・小数の除法の意味の拡張 ・小数の除法の意味の拡張

・小数倍（第一用法、第 ・小数倍（第一用法、第

三用法） 三用法）
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５ 指導計画（１１時間） ５ 指導計画（１１時間）

小 時 数 学 習 活 動 主 な 評 価 規 準 小 時 数 学 習 活 動 主 な 評 価 規 準
単 単
元 元

① ８ １ ・立式を考える。 ［考］既習の整数×整数、 ① ５ １ （プロローグ）
小 ・９０×２．６の計算のし 小数×整数などに関 分 ・ｐ．５８の絵を提示し、既習の計算について話
数 かたを考える。 連づけて、整数×小 数 し合い、未習の分数の乗除計算に興味・関心を
の 数（１／１０の位ま の 高めるようにする。
か １ ・９０×２．６の計算のし で）の計算のしかた か
け かたをまとめる。 を考えている。 け
算 ［知］小数をかけることの と

意味を理解している。算 ・１ｄℓで２／５㎡塗れる ［関］分数×整数の計算の

と ペンキがあるとき、２ しかたを、図を用い

１ ・立式を考える。・２．３× ［考］乗法の性質を用いて わ ｄℓで塗れる面積を求め て考えようとしてい

２．８ の計算のしか 整数の計算に帰着さ り る式を考える。 る。

たを考える。 せ、１／１０の位ま 算 ［考］分数×整数の計算を、

・小数どうしをかける筆 での小数どうしをか 単位分数のいくつ分

算のしかたをまとめる。 ける筆算のしかたを １ ・２／５×２の計算のしか ととらえて整数の乗

考えている。 たを考える。 法に帰着して考えて

［表］１／１０の位までの ・分数×整数の計算のし いる。

１ ・４．２×７．５、 ０．４ 小数どうしをかける かたをまとめる。 ［表］分数×整数の計算が

×２．３ の筆算のしか 筆算（末尾の０を処 できる。

たを考える。 理したり、０を補う ［知］分数に整数をかける

・計算練習をする。 場合を含む）ができ 計算の意味や分数×

る。 整数の計算のしかた

［知］小数×小数の筆算の を理解している。

しかたを理解してい

る。 １ ・３／８×４の計算のし ［考］分数の乗法の計算の

かたを考える。 しかたをもとに、工

１ ・８０×１．８と ８０× ［考］数直線上の乗数の大 ・途中で約分できる場合 夫した計算のしかた

０．８の 計算をして、積 ..きさと関連づけて、 の計算のしかたをまと を考えている。

と被乗数の大きさを比べ 被乗数と積の大小関 める。 ［表］約分のある乗法計算

る。 係について考えてい ができる。
・純小数をかけると積が被 る。
乗数より小さくなることを ［知］純小数をかけると、 １ ・２ｄℓで４／５㎡塗れるペ ［考］分数÷整数の計算を、

まとめる。 ..積が被乗数より小さ ンキがあるとき、１ｄℓ 単位分数のいくつ分

.くなることを理 解 で塗れる面積を求める ..ととらえて整数の除

している。 式を考える。 法に帰着して考えて

・４／５÷２の計算のし いる。

１ ・縦２．３ｃｍ、横３．６ｃｍ ［知］長方形の辺の長さが かたを考える。 ［知］分数を整数でわる計

..の.長方形面積の求め方 小数の場合でも、面 算の意味を理解して

を考える。 積公式を適用して面 いる。

・長方形の中に、１辺が 積を求められること

１ｍｍの正方形が何個 を理解している。 １ ・４／５÷３の計算のし ［表］分数÷整数の計算が

あるかを調べてから かたを考える。 .できる。

２．３×３．６の計算で ・分数÷整数の計算の ［知］分数÷整数の計算の

求める。 しかたをまとめる。 ..しかたを理解してい

る。

１ ・■×●＝●×■、（■× ［知］小数の場合でも、交

●）×▲＝■×（●× ..換、結合、分配法則 ② ４ １ ・１ｄℓで４／５㎡塗れる ［考］真分数×真分数の計

▲）、（■＋●）×▲＝ が成り立つことを理 分 ペンキがあるとき、２／３ 算のしかたを、図を

■×▲＋●×▲の式に 解している。 数 ｄℓで塗れる面積を求め 用いて既習の分数×

小数をあてはめて、 の る式を考える。 整数、分数÷整数の

式が成り立つか調べ か 計算と関連づけて考

る。 け １ ・４／５×２／３の計算 えている。

算
本

のしかたを考える。 ［表］真分数×真分数の計

１ ・「力をつけよう」に取り ［表］学習内容を正しく用
時

・真分数×真分数の計算 算ができる。

組む。 いて、問題を解決す のしかたをまとめる。 ［知］分数をかける意味と

ることができる。 ・計算練習をする。 真分数×真分数の計
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算のしかたを理解し

ている。

② ２ １ ・１２ｍ、４ｍ、５ｍ ［考］小数倍の意味を、数

小 の何倍かを考える。 直線図を用いて説明 １ ・８／９×３／１０ の工夫 ［関］計算の途中で約分す

数 ・基準量、比較量はど することができる。 した計算のしかたを考え ると簡単に処理でき

の れかとらえて立式す ［知］倍を表す数が純小数 る。 ることのよさに気づ

倍 る。 .,になる場合があるこ き、約分してから計

と ・純小数倍について知 とを理解している。 ・３×２／５の計算の 算しようとしてい

か る。 しかたを考える。 .る。

け ・小数倍のときも、比 ［表］途中で約分できる計

算 較量÷基準量で求め 算や、整数×分数の

られることをまとめ 計算ができる。

る。
１ ・縦が３／５ｍ、横が７／８ ［考］既習の整数、小数の

１ ・５ｍの３．５倍、０．６ ［考］倍を表す数が小数の ｍの長方形の面積の求 ..計算法則をもとにし

本
倍の長さの求め方を考 場合でも、小数倍に め方を考える。 て分数の場合にも計

時
える。 あたる大きさを求め ・辺の長さが分数の場合 算法則が成り立つこ

・小数倍の場合でも比較 るには、整数の場合 も、面積を求める公式 とを説明できる。

量を求めるには乗法を をもとに考えている。 が適用できることをま ［知］分数の場合も、面積

使うことをまとめる。 とめる。 ..公式が適用できるこ

・数が分数の場合も、交 とや、交換、結合、

換、結合、分配の法則 分配の法則が成り立

１ １ ・「たしかめよう」に取組 ［知］基本的な学習内容 が成り立つかどうかを つことを理解してい

ま む。 ..について理解してい 調べる。 る。〈〈
と ２ ２ る。

め ・ ・ ２ １ ・「力をつけよう」に取り ［表］学習内容を正しく用

３ ３ ま 組む。 ..いて、問題を解決す

と ることができる。〉〉
め

【発展】ｐ．９６～９７「おもしろ問題にチャレンジ！」 １ ・「たしかめよう」に取り ［知］基本的な学習内容

に取り組み、学習内容をもとに小数の乗法について理解 組む。 について理解してい

を深める。 る。

６ 本時の指導 ６ 本時の指導
（１）目標 （１）目標

○倍を表す数が小数のときも、比較量は基準量×何倍 ○分数をかけることの意味を理解する。
で求められることを理解する。 ○真分数×真分数の計算のしかたを理解し、その計算

ができる。
（２）数学的な考え方を高めるための課題解決の場における

工夫 （２）数学的な考え方を高めるための課題解決の場における
◯ 個に応じた算数的活動の工夫について 工夫

.図や数直線図を使って、青、黄のそれぞれのテー ◯ 個に応じた算数的活動の工夫について
プの長さが、赤のテープ５ｍを１と見た場合、それ 数直線図の活用や面積図などの活用を図ることで、
ぞれのテープの長さが何倍になっているのかという 整数や小数の場合と構造が同じであることに気づか
数量関係をとらえさせるようにし、計算のしかたを せ、真分数×真分数の計算のしかたについて考えさ
考えさせていくようにする。自力解決ができない せていくようにする。自力解決ができないでいる子
でいる子どもがいる場合には、既習の図や数直線 どもがいる場合には、前時までの学習を振り返ら
図、計算に帰着させながら考え方を想起させるこ せながら、自力解決にあたらせていきたい。
とで、自力解決にあたらせていきたい。 ◯ 個を生かした学び合い活動の工夫について

◯ 個を生かした学び合い活動の工夫について 自分の考えを筋道を立てて発表し合い、 数直線
お互いに自分の考えを筋道を立てて発表し合 図や面積図などを活用しながら、真分数×真分

い、それぞれの考えのよさ（図や数直線図などは、 数の計算も、既習事項である整数や小数の場合と
ともに５ｍをもとにした考えであること）につい 同じ構造であることを確認させていきたい。つまり、
て共有できるように既習事項などを効果的に扱っ 「×分数」は「×整数」や「÷整数」と同じ構造に
ていきたい。既習事項については、基準量と比 なっていることをとらえさせ、分数×分数の計算は、
較量が視覚的にとらえやすいよう工夫し、もとにす 分母どうし、分子どうしのかけ算で計算できること
る量の小数倍にあたる大きさの求め方を理解させて をとらえさせていきたい。
いきたい。
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（３）展開

教師の支援と［評価］ 学 習 活 動
段階

学 習 活 動 教師の支援と［評価］
形態

１ 問題を把握する。 １ 適用問題を解く。 ・ドリルの問題は、計
つ ○ ドリル問題に取り組む。 算ノートに行う。

赤、青、黄の３本のテープがあります。赤のテー ・答え合わせは、自分でする。
プの長さは５ｍです。青のテープは、赤のテープを ひ
もとにすると３．５倍、黄のテープは、赤のテープ か
の０．６倍の長さです。 ろ

青と黄のテープは、それぞれ何ｍですか。。
む げ

・前時の学習との違い る
から学習課題を設定
する。 ２ 課題をつかむ。

小数倍にあたる大きさの求め方を考えよう。
５
分

・既習の図や数直線図 ３ 解決の見通しを立てる。 み
をもとに課題解決の . ①図で考える。（既習の図） と
見通しをもたせる。 ②数直線図を手がかかりに考 お

.える。 す

３ ８
分 分

［個に応じた算数的 ４ 自力解決する。 か つ １ 問題内容を確認する。
.活動の工夫］ ①図をもとにして考える。
・既習の図で考えさ 0 .4. 5 10 12 か １ｄℓで、板を４／５㎡ぬれる

せたりたり、数直 (m) ペンキがあります。
線図で表したりな このペンキ２／３ｄℓでは、板
ど、図形化して、 赤 む を何㎡ぬれますか。
青、黄のテープの ん
長さが赤のテープ 白

・前時に立式した式を確認す ・前時までの学習内容の長さの何倍にな
る。 を確認させる。っているのかとい 青

う数量関係をとら ２ 課題をつかむ。
えさせながら自力 黄
解決にあたらせる。 が 分数×分数の計算のしかたを考えよう。

・自分で選んだ方法 .
倍）

５
で自力解決させる。 0 □.1 2 □（ 分
早く終わった子ど
もに は 他 の 方 法 青のテープ ３ 解決の見通しを立てる。 ・既習の数直線図や面
でも解 かせる。 ５×３．５＝１７．５ み ①数直線図で考える。 積図などをもとに課

・青のテープ、黄の .答え１７．５ｍ え ..②面積図をもとに考える。 題解決の見通しをも
テープの順に取り と ③整数にして考える。 たせる。
組ませていく。２ 黄のテープ

つの方法で答えが ５×０．６＝３ お
求められなかった 答え３ｍ

場合には、学び合 す
いの場面で、答え ②数直線図を手がかりして考 る
の求め方を確認し える。
ていく。 0 □ 5 .□ (m)

［考］倍を表す数が小
数の場合でも、
小数倍にあたる 0 .0.6 1 2 3 3.5 .4 倍

大きさを求める



- 6 -

には、整数倍を 青のテープ

もとに考えてい ５×３．５＝１７．５

る。 .答え１７．５ｍ

（観察・ノート）
黄のテープ

・ホワイトボードに自 ５×０．６＝３

分の考えを書き、説 答え３ｍ

明できるようにさせる。
・考え方の交流を行い、考え方

を分類し、学び合いの準備を
する。（考えごとにホワイト 10 ５
ボードに書く） 分 分

［個を生かした学び ５ 互いの考えを比較検討する。ふ か ４ 自力解決する。 ［個に応じた算数
合いの工夫］ ①共通点や相違点について話 ①数直線図で考える。 的活動の工夫］

・初めに、図を使っ し合う。 か ん 0 □ 4/5 (㎡) ・数直線図や面積図
た考え方を取り上 ・図を使った考え方と数直線 などをもとにした
げ、赤を１とした 図を使った考え方は、とも め が りして計算のしか
場合であることを に５ｍを１とした考え方で たを考えさせて、
確認させ、黄のテ あることを確認し、黄のテ る え 答えを求めさせる。
ープは、０．６に ープは、０．６倍にあたり、 0 2/3 1 (ｄℓ) ・自分で選んだ方法
あたり、青いテー 青いテープは３．５倍にあ る で自力解決をする。
プは３．５にあた たることをとらえる。 ...４

×..２ ＝
..４

÷３×２
早く終わった子ど

ることを確認する。 .５ ..３ . ５ もには他 の方 法
・次に数直線図を取

＝
４×２

＝
８ でも解 か せる。

り上げ、倍を表す ５×３ １５

数が小数の場合で
答え

８

も、乗法を用いて １５
㎡

何倍かにあたる大
きさが求められる ②面積図をもとに考える。 ・ホワイトボードに自
ことをとらえさせ 分の考えを書き、説
る。 明できるようにさせる。

4/5 ÷ 3

［考］倍を表す数が小
数の場合でも、
小数倍にあたる
大きさを求める
には、整数倍を
もとに考えてい 0 1/3 2/3 1(d ℓ)
る。
（観察・発言）

4/5÷3×2

0 1/3 2/3 1(d ℓ)
４ × ２

＝.４ ÷３×２
５ ..３ . ５

.
＝ ... ４

×２
.５×３

＝
８

１５

答え
８

１５
㎡

③ 整数にして考える。

.４ × ２ ＝ ４ ×.２ ×３.５ ３ ５ ×.３

÷３＝
. .４

×２÷３＝.４×２

. ５ ５×３
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８
＝

.８
分 １５

答え
８

６ 課題についてまとめる。 ま １５
㎡

と
小数倍にあたる大きさは、整数の倍にあ め ・学習リーダーを中心に考え方

たる大きさを求めたときと同じように、か る の交流を行い、考え方を分類
け算で求めることができる。 し、学び合いの準備をする。

３ 11 （考えごとにホワイトボードに
分 分 書く）

・ノートに書かせる。 ７ 適用問題を解く。 ５ 互いの考えを比較検討する。 ［個を生かした学び
・②の答え合わせは、 ②７ℓの４．２倍、０．８倍 ひ ふ ①共通点や相違点について話 合いの工夫］
一緒に行う。 のかさを、それぞれ求めま し合う。 ・初めに、数直線図

・ドリルの答え合わせ しょう。 ・数直線図を使った考え方や の考え方を取り上
は、各自で行い、授 ろ か 面積図をもとにした考え方、 げ、×整数の構造
業後にノートを集め ②の問題が早く終わった人は、 整数にして計算する考え方は、 と同じであること
て担任が評価する。 ドリルの問題に取り組む。 ともに「×分数」のところ をとらえさせる。

げ め が「×整数」「÷整数」の ・次に、面積図の考
場面と同じ構造になってい え方を取り上げ、
ることをに気づかせる。 1/3 ｄℓの２つ分

る る で あることから、
「÷ ３」と「×２」
の 計算が成り立つ
こ とをとらえさせ
る。
・最後に、整数に直

した考えを取り上
げ、「×整数」や
「÷整数」の考え
をもとにしている
ことをとらえさせる。

・発表する場合には、
数直線図や面積図
を使用させる。

［考］分数の乗法の計
算のしかたを筋

８ 道立てて説明す
分 ることができる。

（観察・発言）

ま ６ 課題についてまとめる。
と
め 分数×分数の計算は、分母どうし、分子ど

11 る
うしをかけると計算できる。分 ３

分

ひ ひ ７ 適用問題を解く。 ・ノートに書かせる。
ろ ろ ○ ①と②の問題に取りむ。 ・①②の答え合わせは、
げ げ ・終わったら、ドリル問題に 全員で行う。

８ 学習を振り返る。 る る 取り組む。 ・ドリルの問題は、計
８ 学習を振り返る。 算ノートに行わせる。

９ 次時の学習内容を知る。 ５ ５
分 分 ９ 次時の学習内容を知る。
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（４）評価

観 点 数学的な考え方 観 点 数学的な考え方

十分満足 おおむね満足
努力を要する児

十分満足 おおむね満足
努力を要する児

童への手立て 童への手立て

倍を表す数が小 倍を表す数が小 板書をもとにし 真分数×真分数 真分数×真分数 数直線図や面積
数の場合でも、小 数の場合でも、小 たり、算数コーナ の計算のしかた の計算のしかた 図を活用したり、
数倍にあたる大き 数倍にあたる大き ーを手がかりにし を、数直線図や面 を、数直線図や面 既習の分数の学習
さを求めるには、 さを求めるには、 たりして、倍を表 積図を用いて既習 積図を用いて既習 を振り返ったりし
整数の場合をもと 整数の場合をもと す数が小数の場合 の分数×整数、分 の分数×整数、分 ながら、分数×分
に考え、図や式に にして、数直線図 でも、整数の場合 数÷整数の計算と 数÷整数の計算と 数は、分数×整数、
説明を加えること などを手がかりに と同じように考え 関連づけて考え、 関連づけて考えて 分数÷整数と同じ
ができる。 考えている。 ることができるこ 説明することがで いる。 構造であることに

とに気づかせる。 きる。 気づかせる。

（５）板書計画

問題 課題 まとめ 問題 課題 まとめ
赤、青、黄の３本のテープ 小数倍にあたる大き 小数倍にあたる大きさ １ｄℓで、板を４／５㎡ 分数×分数の計算の 分数かける分数の

があります。赤のテープの長さ さの求め方を考えよう。 は、整数の倍にあたる大 ぬれるペンキがあります。 しかたを考えよう。 計算は、分母どうし、
は５ｍです。青のテープは、赤 きさを求めたときと同じ このペンキ２／３ｄℓで 分子どうしをかける
のテープをもとにすると３．５ ように、かけ算で求める は、板を何㎡ぬれますか。 と計算できる。
倍、黄のテープは、赤のテープ ことができる。

の０．６倍の長さです。 式
青と黄のテープは、それぞ

れ何ｍですか。 答え

式 方法
答え

方法


